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IPA様HPより抜粋 

経営とITの連携の重要性 

皆がここが一番大事だと
知っている。 

ここが正確でない
とどんどんずれが

生じる 

要求変更や手戻り等非
効率かつ不十分な品質

となる 

開発工程の方法論はあるが、経営戦略をどのように 

テクノロジとマップするのか、効果をどう見積もるかの 

具体的方法論がない。 

評価基準が明確
になっていない 

場合が多い 

What to Do は分
かっている 

How to Do が今
求められている 



問題点と解決策 

1. 標準化 
標準化されていなければ繋がらない 

サービスの観点での部品化 

プロセスの観点での部品化 

組織を越えて理解されるべき 

標準を統合する標準の作成 

 

2. メソドロジー（方法論） 
誰が行っても品質をキープ 

ノウリッジの共有 

ユーザ参加型手順の必要性 

 

3. ツール 
標準化とメソドロジーの支援をする 

短期化・品質向上 

1. 技術的パラダイムシフト 
手組みから部品の組み立てへ 

作る・買うから使用料のみの購買へ 

 

2. 正しい経営戦略の理解と分析
の困難性 
経営戦略が確認できていなければ 

 

3. 保守費用の増大 
個別最適化の弊害 

新たな標準がさらなるレガシーを生む 

 

4. 個人に依存した品質 
個人のスキルに依存した品質の確保 

現状 
７０％以上のプロジェクト 

が失敗。 

新しい技術を持っ
て参加 

成功確率向上 
短期間に 
全体最適 
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ここが最重要 
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この上流工程でITと経営と業務
を融合させることが成功への

キーとなります。 

弊社のSUSDメソドロジにより、 
IT要員は、顧客ビジネスを簡単に理解。 

業務フローを使用することでユーザは、IT活動
に簡単に参加できます。  



抽象化とITツールの考え方 

単純 

複雑 

情報量→少ない 

抽象的 

情報量→多い 

技術的 

経営 

管理 

業務 

IT資産 

戦略 

目標 

取組 

IT機能 

ユーザ参画型を促す 
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ITは、具体的で複雑な情
報のかたまりですが、そ
れを業務の視点から抽象

化していきます。 
経営で必要な数字、 
業務プロセスフロー、 
業務タスク内容、 
それを支援する 

ITソリューション。 
それにより、 
単純化した 
モデルが作成 
できます。 



企業戦略を基に業務モデルの最適化とシステム最適化が重要 

ビジネス モデル 

人間系 

ＩＴ系 

プロセス モデル 

OfficeTool 

WorkFlowManaegent 

SCM 

CRM 

ＩＴツール 

ERP 

ビジネスの定義 

最新ＩＴツール 

の選択 

ゴール達成の為の 

戦略的プロセスを 

構築 

戦 略 

業務目標 方策 

（現場での取組） 

ゴール 

各企業ごとに必ず企業戦略が存在し、そ
の戦略を支援するための業務目標が存
在します。その業務目標を支援する現場
での（方策）取り組みがあります。 

SUSDでは、それを明確に数値化します。 

企業のゴールを達成するための最適
な業務プロセスが存在するはずです。 
SUSDでは、その情報を収集します。 

SaaS 
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業務プロセスの支援をするための最適なテ
クノロジーを業務プロセスにマップします。 



プロジェクト成功のためには、目標設定が重要 

（導入後にもきちんとKPIで評価ができること） 

例えば、 

BPM 

プロジェクト 
何のため
に？ 

コンプライアンス確保？ 

費用削減？ 

効率化？ 

コンプライアンス確保 

費用削減？ 

効率化？ 

効果はどれ位？ 

どうシステムを組
み立てるべきか 

それによって 

何をやりたいかに
よって取組が違う。 
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各層の意思が繋がらない → 意思の統一が必要 

経営戦略 

企業目標 

業務目標 

技術的方策 

具体的な機能 

企業－事業部全体 

企業－事業部全体 

部門間－部門内 

部門間－部門内 

部門内 

ツール・BPM 

メ
ソ
ド
ロ
ジ 
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目標達成の為の方策： 

SUSDメソドロジによる全体計画の策定 
（2週間で概要システム計画を作成可能です。） 

経営戦略： 

業務目標： 

その 

問題点の解決 

課題の達成 

その為の 

ソリューション 

それ以外のもの 

戦略と業務上の課題分析 課題に対するｿﾘｭｰｼｮﾝ 費用対効果 

そのソリューションに 

かかる費用と 

その効果 

その取組の実現上の 

問題点 

課題 

ITソリューション 

AS ISとTO BEの
ギャップを数値化し
て効果を算定する。 

（AS ISの分析） 
（ROIの作成） 

企業戦略から現場での
（方策）取組にブレークダ
ウンし、その（方策）取組
を阻む問題点を洗い出す。 

その問題点の解決方
法を見出し、改善すべ
き業務プロセス・組織と
導入すべきITソリュー
ションを決定する。 

（TO BEの作成） 

As Is と To Be の差分が費用対効果 
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SUSDの位置付け 

経営企画 
プロジェクト企画・ 

概要計画 
要件定義 基本設計 詳細設計 開発 テスト 

カットオーバ 

•戦略とITのマップ 

•概略プロセス分析 

•AS IS とTO BEの作成 

•ROIの作成 

•RFPの作成と選定 

テンプレート メソドロジ ツール 
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SUSDワークショップ手順 

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 

中間管理者 

上層管理者 

重役. 

ビジネス戦略 

Day 1 (数名 重役) 

        

        

業務目標 

Day 2 (数名 上級管理者) 

        

方策 

Day 3 (数名~15名 現場管理者 

スペシャリスト)  

スコープ決定、見積もり 

Day 4･5 (数名~15名現場管理者 

スペシャリスト) 
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経営層が期待する効果と現
場での要求が一致していな
いと動かないシステムや経
営効果が無いシステムがで
きあがってしまいます。 

SUSDは、それを防ぎます。 



QFD ツールを使用したワークショップ ロードマップ 

ワークショップ I  
(or 事前ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ) 

QFDによる 

業務目標の分析 

 

QFDによる 

方策の分析 

ワークショップ II ワークショップ III 

業務 

目標 

実現の為の 
方策 

企業 

戦略 

業務 
目標 

優先度付け 

現場での方策 

ワークショップ IV 

ソリューション 

概略 

定義 優先度付け 

現状の問題点と 

解決策の効果分析 
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企業戦略の分析 

 



業務目標の洗い出しと優先順位つけ （例） 
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  優先度の把握 
ワークショップ成果物 例： 

エンタープライズ アクセス 

リアルタイムアクセス 

ﾁｰﾑ ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ環境整備 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ情報の整合性管理 

変更管理 

サプライヤとの情報共有 

プロジェクト レビュー 

サプライヤ トレーニング 

製品の信頼レベルが 

最も高い 

 納品期間の最短 

最も低価格 

キーとなる 

ビジネス 

ﾒﾄﾘｯｸｽ 

売上げ  

   成長  

経営 

戦略： 
マーケットでの 

差別化 

業務目標： 
戦略を 

可能にするもの 

組織の柔軟性の改善 

作業の標準化 

オプションの増加 

ﾁｰﾑ ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝの改善 

納期遅れを低下 

イノベーションの改善 

プロジェクトコストの削減 

サプライヤの反応の増加 

サプライヤの情報交換を最適化 

方策： 
テクノロジ、プロセス 

ヒューマン ファクター 

データ検索のソース 

リードタイムの短縮 市場参入一番乗り 

もっともポジティブな 

イメージ 

もっとも革新的な 

技術 

品質管理情報の共有 

知識情報のライブラリ化 

フェーズ1 

フェーズ2 

フェーズ3 
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戦略・業務目標・方策が全て重要度に
よって数値化され、上から優先度の高
いもの順に自動的に並びます。 



全体アプローチ （継続的改善と拡張） 

 定着化 
業務／組織改善 

システム設計、開発、運用 
  要件定義 全体構想 

従来の旧式の全体アプローチ （ウォーターフォｰル型） 

全体構想 

新しい全体アプローチ （スパイラル型） 

フェーズ１ 

フェーズ2 

フェーズ3 

①要件定義 

②開発 

③展開・運用 

④改善・ 
   拡張 

①要件定義 

②開発 

③展開・運用 

④改善・ 
   拡張 

①要件定義 

②開発 

③展開・運用 

④改善・ 
   拡張 
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一番大きな問題をフェーズ1で解決
し、早期に効果を享受します。 

外部・内部の環境変化を含めて改
善を反映して次のフェーズを開始し

ます。 



問題点の分析 と 効果金額の算定 例 
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AS ISプロセスとTO BEプロセスの決定 

AS ISプロセスの作成 

ギャップ分析 

＝ 

効果 

積滞の発生が分か
らずに顧客を待たせ
る。 

バッチ処理により
リードタイムが増大。 

システム関連系によ
り間違いの除去･効率
向上。 

モニタリングツールに
て積滞を監視、直ぐ
に対応。 

2重入力により間違
いが発生。 

リアルタイム処理によ
りリードタイムが短縮。 

TO BEプロセスの決定 

洗い出した方策と問題点をキーに
AS ISのプロセスをトレースします。 

ソリューションとTO BE
プロセスを作成。 

AS ISとTO BEの差分が
効果となります。 
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購買 製造 物流 販売 ｻｰﾋﾞｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 経理 
ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ 
及び 
物流 

構成にもとづいたプロセス 

詳細業務定義 
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出庫 

ビジネス ファンクション モデル 

組織モデル 

ビジネス プロセス モデル 

ビジネス コントロール モデル 

エンタープライズ  
ストラクチャ モデル 

出庫指示 登録・通知 

階層型ビジネスプロセスモデルの考え方 
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ＥＣＭ サーバ Ｎ／Ｗ機器 ＥＣＭ SCM CRM ERP Finance 

業務サービス群 



SUSDの効果 

部門間の共通認識ができる： 

 対象となる部門間で共通の目標認識ができる。 

 問題点の共有・確認。 

 全関係部門の意見を集約することができる。 

プロジェクト目標・計画が明確化： 

 プロジェクトで行うべきことを数値化して評価できる。 

 取り組むべきことの目的・手順・方策が明確になる。 

 誰にでも分かりやすく整理できる｡ 
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QCDの向上： 

無駄な投資を抑制。（不必要項
目の除去） 

最大限の効果があがる。（重要
度の洗い出し） 

その後の工程の変更が減る。 

全体最適を促進する。 

開発期間を短縮。 


